
委託費支出明細書
（様式2）

7,831 千円（Ａ）
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718 千円

千円

千円

0 千円

5,663 千円

支出先

千円

千円

0 千円（Ｂ）

支出先

専門家 1,364 千円

専門家 280 千円

印刷業者 140 千円

飲食業者（コーヒー店） 11 千円

千円

千円

1,795 千円

373 千円

千円

千円

373 千円

0 ％（Ｂ／Ａ）

内　　容

合　　計

合　　計

内　　容

　　　合　　計

支出内容

４．委託費の額

５．委託費における管理費

合　　計

１．委託事業名

（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称

（１）人件費

（２）一般管理費

支出内容

合　　計

金　　額

消費税

（２）（１）以外の支出

金　　額

旅費交通費

謝金

会議費

印刷製本費

７．その他

金　　額

８．再委託の割合

平成１５年度IPCC第４次評価報告書作成支援調査委託業務

２．事業の目的及び内容

１）ＩＰＣＣ関連会議への専門家の派遣、情報収集及び動向把握
　・ ＡＲ４スコーピング会合（４月１名、マラケシュ、３日間）
　・ ＩＰＣＣ総会（１１月１名、ウィーン、５日間）
　・ ミレニアムエコシステム会合（４月１名、ワシントン、５日間）

２）ＩＰＣＣ国内連絡会準備会の開催等
　ＩＰＣＣ第４次評価報告書の作成に際して、ＡＲ４の構成骨子を作成するスコーピング会
合に参加した研究者より、スコーピング会合の概要及び最新の国際的動向について情報
提供を行う目的で、ＩＰＣＣ国内連絡会準備会を開催した。さらに、日本政府の推薦する、
AR4執筆者等候補者を募り、そのとりまとめを行った。

３）研究・調査活動についての情報収集及び動向把握
　地球温暖化に関する研究・調査活動について国内外の地球温暖化に関連する機関の
報告書及び活動計画を入手するなどにより情報収集し、関連機関の動向把握を行った。

財団法人　地球・人間環境フォーラム

ＩＰＣＣでは2007年までに第４次評価報告書作成を行うこととしており、我が国としても今後
の動向を把握及び活動の支援を行う必要がある。
我が国としては、地球温暖化問題に関する国際貢献の一つとして我が国の高い科学的・
技術的知見をＩＰＣＣに提供するとともに、我が国の温暖化対策の策定に資する資料を得
るためにＩＰＣＣの下で行われる地球温暖化に関する活動に参画する必要があり、このこ
とを目的とする。

（３）その他の管理費

金　　額

６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出


